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1. 鶏卵につい ては従来生物学的研究は種々行 われ多

くの文献がみられるが家政学に立脚 した文献はあま りみ

あたらない。 そこで今回は夏季にお いて一般 に鶏卵の保

存が困難 とされているのでその成分（ Ｖ. Bi お よびB2 ），

比重，両端の温度差　 卵黄系数,   pH 等を経時的に検索

し一応の成績が得られ たので報告する。

2一剛実験に用いた鶏卵は同一環境で得られた同日の

産卵の新鮮なものである。(2)貯蔵法は箱に入れて，その

ま ま空気中に保存した もの， もみがら中に入れてあった

ものお よび冷蔵庫中 に貯え たものであ るバ3 成 分のビタ

ミンBi およびB2 は卵黄，卵白が区別して実験材料に供

せ られ るまではそれぞれを別々に，困難 となって からは

卵黄， 卵白を一緒 にし て測定し た。 V. Bi はチオ タロ ―

ム法を,   V. B州 おレミフ ラビ ン法を用いて計量した。(4)

鶏 卵の両 端の温 度差 はパイロメーターを，pH は水素 イ

オン濃度測定器 を用い た。

3.  (1)卵黄， 卵白お よび全 卵のV.  Bi,Bz の値 は鶏 卵

の個体差のため判然とした経 時変化 はみられず，･また予

想に反 し日を追うてはげしい変化 をするような結果 はみ

られなかった。(2)比重お よび卵黄系数 は日数 の経過 とと

もに減少した。(3)両端の｡温度差 も各鶏卵の個体差のため

判然 とし た動きはみられなかった。(4)pH は卵黄につい

てはその変化は明らかではないが， 卵白は時を経るに従

い幾分アルカリの度を増した。


